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【要　旨】
　健康日本21（第二次）では，歯・口腔の健康につ
いて，「う蝕予防」「歯周病予防」を設定し，ライフ
ステージごとの特性を踏まえた目標を掲げている．
歯周病は，成人期以降の歯喪失の主要要因，また糖
尿病や循環器疾患のリスク要因ともなっている．本
研究は，大学生の口腔内健康状態の実態を把握し，
生活習慣を含めた歯・口腔の健康づくりの示唆を得
ることを目的とした．対象は，医療福祉系大学（以
下，A大学）の1～4年生で，調査期間内に協力を
得た350名に無記名自記式質問紙調査を行った．調
査内容は，属性，歯科健診受診状況，自己管理スキ
ルの評価となるブラッシング行動スキル尺度，歯科
保健行動（1年以内の歯科定期健診，2回 /日以上の
歯磨き，就寝前の歯磨き），歯磨きしやすい環境づ
くり等である．分析は記述統計と，歯科保健行動の
有無別に関連要因の検討を行った．調査にあたり，
A大学倫理委員会の承認を得て実施した．回収は

292人（回収率83.4％）で，未記入者を除く280人を
分析対象（有効回答率80.0％）とした．う蝕ありと
回答した者は全体で12.5％，歯周疾患は11.1％，歯
科健診受診率は33.9％で，未受診理由は，面倒くさ
い，時間がないと続いていた．生活習慣では，夜食
後の歯磨きを実施しない者が39.6％，一方，外出先
で歯を磨く者は23.9％であった．歯科保健行動との
関連では間食などの食習慣では関連がみられず，ブ
ラッシング行動スキル尺度得点のみ有意差がみられ
た．大学での歯磨き環境では，トイレの環境改善，
休憩時間の延長等を求めていた．本調査結果から，
A大学の歯・口腔内健康状態は概ね良い結果であっ
たといえる．しかし，歯科健診受診率は，健康日本
21（第二次）の目標値の1/2と低く受診率の向上が
課題と考える．身近にできる環境改善として，大学
構内のトイレ等の環境改善とともに，就寝前の歯磨
きの徹底やブラッシング行動スキルに着目した健康
教育の充実が課題といえよう．


